
「
備
え
」
を
万
全
に

約
３
年
ぶ
り

地
域
と
の
連
携
強
化
を
図
る

第
14
旅
団
は
、
令
和
５
年
２
月
上
旬
、
四
国
各
地
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
旅
団
災
害
対
処
演
習
を
実
施
し
た
。

本
演
習
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
、
土
佐
湾
沖
を
震
源

と
す
る
大
規
模
地
震
及
び
津
波
被
害
に
よ
り
、
四
国
全
域
に
被
害

が
拡
大
し
た
と
の
想
定
の
も
と
実
施
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
実
施
し
た

自
治
体
・
関
係
部
外
機
関

等
と
の
共
同
訓
練
に
お
い

て
は
、
地
震
・
津
波
に
よ

り
道
路
に
被
害
が
発
生
し

て
い
る
と
の
想
定
で
、
高

速
道
路
の
緊
急
開
口
部
を

利
用
し
た
進
出
入
訓
練
の

ほ
か
、
物
資
の
輸
送
訓
練

及
び
民
間
通
信
回
線
を
利

用
し
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
成
を
官
民
連
携
し

つ
つ
演
練
し
た
。

ま
た
、
本
演
習
で
は
、

第
14
飛
行
隊
（
隊
長

福

重
誠
啓
２
等
陸
佐
）
の
災

害
派
遣
、
特
に
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
処
に
お
け
る
行

動
に
つ
い
て
訓
練
検
閲
を

行
っ
た
。

第
14
飛
行
隊
は
、
発
生

直
後
の
被
害
状
況
の
確

認
、
防
災
拠
点
（
公
園
）

の
場
外
離
着
陸
場
や
部
外

施
設
に
お
け
る
人
員
・
物

資
の
輸
送
及
び
人
命
救
助

活
動
を
実
地
に
お
け
る
実

際
的
な
訓
練
に
よ

り
、
災
害
対
処
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

特
に
、
実
際
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
か
ら
の

ホ
イ
ス
ト
訓
練
は
、

第
14
飛
行
隊
と
し
て

も
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
、
多
大
な
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

統
裁
官
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸
将
補
）
は

訓
練
検
閲
の
講
評
に

お
い
て
、
「
第
14
旅

団
唯
一
の
有
人
航
空

機
を
有
す
る
第
14
飛

行
隊
の
練
度
が
旅
団

の
任
務
達
成
の
成
否

に
直
結
す
る
こ
と
を

認
識
し
、
平
素
か
ら

被
害
状
況
を
想
定
し

て
、
研
究
や
訓
練
を

重
ね
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
」
と
述
べ

た
。

陸上自衛隊第１４旅団広報紙
発行所：第１４旅団司令部総務課広報班
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電 話：0877-62-2311（内2256・2257）
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し こ く
１

旅団長離着任行事 （１面）

旅団災害対処演習 （１・３面）

旅団音楽まつり （１面）

転出入行事 （２面）

主な記事

統
率
方
針

「万
事
任
務
が
基
準
」

要
望
事
項

「実
力
の
進
化
」「地
域
と
の
連
携
」

関
連
＝
❹
面

第
14
旅
団
は
、
３
月
４

日
、
高
松
市
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー

ル
（
香
川
県
）
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
第
14
旅
団
音
楽

ま
つ
り
を
実
施
し
た
。

本
行
事
は
、
自
衛
隊
及
び

第
14
旅
団
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
感
の
醸
成
を
目
的
と

し
、
併
せ
て
第
14
音
楽
隊
の

訓
練
検
閲
と
し
て
演
奏
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
成
及
び
演
奏
実

施
計
画
並
び
に
一
般
演
奏

（
吹
奏
楽
）
を
評
価
項
目
と

し
て
実
施
し
た
。

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中

福
島
昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
、

「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
～
飛
び
出
そ
う

～
」
を
テ
ー
マ
に
新
た
な
時

代
に
向
か
っ
て
飛
び
上
が
る

様
相
を
来
場
者
一
人
ひ
と
り

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
各
章
ご
と
抑
揚
あ
る
演

出
を
行
っ
た
。
特
に
第
３
章

「
演
奏
と
映
像
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て

は
、
撮
影
か
ら
編
集
ま
で
、

第
14
音
楽
隊
の
隊
員
が
主
体

職種のプロ 実力を見せる
各種事業に併せて飛行隊・音楽隊訓練検閲を実施

旅団音楽まつり

約１２００人の歓声がホールに響く

旅団災害対処演習

と
な
り
、
地
域
に
根
差
し
た
第
14
旅
団
の
想

い
を
曲
と
映
像
を
も
っ
て
来
場
者
に
伝
え

た
。当

日
は
、
招
待
者
及
び
一
般
公
募
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
応
募
）
、
約
１
２
０
０
名
の
ご
来
場
を
い

た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
音
楽
ま
つ
り
を
終

了
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
大
変
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
も
日
本
・
四
国
の
た
め
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
「
私
も
自
衛
隊
の
仕

事
が
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
の

嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

国歌 「君が代」

両太鼓隊による合同演奏
善通寺十五聯太鼓・土佐５０連龍馬太鼓

興津津波避難タワーにおける
ホイスト救助訓練

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

第12代旅団長

第
11
代
旅
団
長

遠
藤

充
陸
将
補
の
転
出
行
事
を

３
月
29
日
に
善
通
寺
駐
屯

地
で
実
施
し
た
。

遠
藤
前
旅
団
長
は
、
令

和
２
年
８
月
に
着
任
以
来
、

「
プ
ロ
で
あ
れ
」
を
要
望

し
、
常
に
陣
頭
に
立
ち
第

14
旅
団
を
鼓
舞
し
て
き
た
。

第
14
旅
団
司
令
部
の
隊

員
に
見
送
ら
れ
、
駐
屯
地

を
後
に
し
た
遠
藤
前
旅
団

長
は
、
３
月
30
日
付
で
陸

将
に
昇
任
し
、
第
７
師
団

長
に
着
任
し
た
。

遠藤前旅団長 離任
第７師団長（東千歳）へ

令
和
５
年
３
月
30
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
12

代
旅
団
長

大
場
剛
陸
将
補
の
着
任
式
を
挙
行
し
た
。

大
場
旅
団
長
は
、
山
形
県
の
出
身
で
職
種
は
野
戦
特
科

主
要
略
歴
は
、
第
４
師
団
副
師
団
長
兼
ね
て
福
岡
駐
屯
地

司
令
、
第
１
特
科
団
長
兼
ね
て
北
千
歳
駐
屯
地
司
令
、
東
北

方
面
総
監
部
幕
僚
長
兼
ね
て
仙
台
駐
屯
地
司
令
等
を
歴
任
し

て
い
る
。

大
場
旅
団
長
は
、
着
任
式
に
お
い
て
「
第
14
旅
団
は
、
明

確
な
任
務
を
有
す
る
部
隊
で
あ
り
、
任
務
遂
行
こ
そ
我
々
の

存
在
意
義
で
あ
る
。
本
日
か
ら
諸
官
の
先
頭
に
立
ち
、
全
力

を
尽
く
し
て
隊
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。
共
に

頑
張
ろ
う
。
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

慰霊碑参拝（記帳）儀じよう着任式（巡閲）記者会見



■第４８回全国自衛隊剣道大会

ベスト８

高知Ａ（第５０普通科連隊）

先鋒 ２等陸曹 竹内 大介

次鋒 ３等陸曹 岡村 健志

中堅 ２等陸曹 櫻木雄一郎

副将 ３等陸曹 上岡 祐太

大将 １等陸曹 三原 大和

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８０号 令和５年（2023年）２・３月四 国

第11代幕僚長瀧澤1佐着任

３
月
13
日
付
で
、

瀧
澤
英
一
１
等
陸

佐
が
第
73
戦
車
連

隊
長
（
南
恵
庭
）

か
ら
第
11
代
幕
僚

長
に
着
任
し
た
。

瀧
澤
１
佐
は
、

北
海
道
出
身
で
職

種
は
機
甲
科

主
要
略
歴
は
、

富
士
教
導
団
戦
車

教

導

隊

中

隊

長

（
富
士
）
、
第
２

師
団
司
令
部
第
３

部
長
（
旭
川
）
、

陸
上
幕
僚
監
部
防

衛
部
防
衛
課
開
発

室
装
備
グ
ル
ー
プ

長
（
市
ヶ
谷
）
等

を
歴
任
し
て
い
る
。

山
﨑
前
幕
僚
長
は

第
11
旅
団
副
旅
団
長
（真
駒
内
）へ

前
幕
僚
長

山
﨑
誠
一
１
等
陸
佐
の
転

出
行
事
が
３
月
10
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
で

行
わ
れ
た
。

山
﨑
１
佐
は
、
令
和
４
年
３
月
に
着
任

し
、
約
１
年
間
勤
務
し
た
。

転
出
行
事
の
後
、
駐
屯
地
所
在
隊
員
に

見
送
ら
れ
、
駐
屯
地
を
後
に
し
、
３
月
13

日
付
で
第
11
旅
団
副
旅
団
長
兼
ね
て
真
駒

内
駐
屯
地
司
令
に
着
任
し
た
。

各

種

集

合

訓

練

等

富
士
学
校

（
第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課
長
）

２
等
陸
佐

堀

正
幸

転

入

転

出

令
和
５
年
３
月
13
日
付

陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部

（
第
15
即
応
機
動
連
隊
長
）

１
等
陸
佐

福
井

謙

人 事 往 来

中
部
方
面
総
監
部
装
備
部

（
第
14
後
方
支
援
隊
長
）

１
等
陸
佐

吉
元

雄
一

高
射
学
校

（
第
14
高
射
特
科
隊
長
）

２
等
陸
佐

冨
高

英
和

第
７
師
団
司
令
部

（
第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
長
）

３
等
陸
佐

實
野

智
史

輸
送
学
校

（
第
14
旅
団
司
令
部
第
４
部
長
）

２
等
陸
佐

岡
田

貴
司

第
14
旅
団
司
令
部
総
務
課
長

（
第
１
１
０
教
育
大
隊
）

２
等
陸
佐

土
橋

晃
輔

第
15
即
応
機
動
連
隊
長

（
富
士
学
校
）

１
等
陸
佐

德
淵

文
雄

第
14
後
方
支
援
隊
長

（
陸
上
総
隊
司
令
部
）

１
等
陸
佐

佐
藤

欣
央

第
14
高
射
特
科
隊
長

（
陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
防
衛
課
）

２
等
陸
佐

鶴
ヶ
野
翔
太

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
長

（
松
山
駐
屯
地
業
務
隊
）

３
等
陸
佐

菅

貴
光

第
14
旅
団
司
令
部
第
４
部
長

（
北
部
方
面
後
方
支
援
連
隊

第
１
０
４
補
給
大
隊
）

２
等
陸
佐

森

祐
子

第
14
旅
団
司
令
部
第
３
部
長

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
）

１
等
陸
佐

早
田

知
弘

令
和
５
年
３
月
13
日
付

令
和
５
年
３
月
30
日
付

令
和
５
年
３
月
30
日
付

第
14
旅
団
は
、
２

月
中
旬
か
ら
２
月
下

旬
ま
で
の
間
、
日
本

原
演
習
場
（
岡
山

県
）
及
び
あ
い
ば
野

演
習
場
（
滋
賀
県
）

に
お
い
て
、
令
和
４

年
度
１
２
０
㎜
迫
撃

砲
及
び
81
㎜
迫
撃
砲

旅
団
統
制
射
撃
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
実
弾

射
撃
に
お
け
る
安
全

管
理
の
徹
底
を
目
的

に
行
わ
れ
た
。

実
弾
射
撃
に
先
立

ち
、
第
15
即
応
機
動

連
隊
及
び
第
50
普
通

科
連
隊
は
、
各
駐
屯

地
等
に
お
い
て
、
非

実
射
訓
練
（
実
弾
を

使
わ
な
い
動
作
訓

練
）
を
綿
密
に
行
う

と
と
も
に
、
実
弾
射

撃
に
お
い
て
は
、
安

全
指
導
員
が
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
基
づ
く

指
導
を
行
い
、
旅
団

と
し
て
安
全
管
理
の

徹
底
を
図
っ
た
。

令
和
４
年
度
旅
団
統
制
射
撃
訓
練

創意と改善
旅団装備改善提案審査会

第
14
旅
団
は
、
３

月
上
旬
、
善
通
寺
駐
屯

地
に
お
い
て
、
令
和
４

年
度
旅
団
装
備
改
善
提

案
審
査
会
を
実
施
し

た
。各

部
隊
は
、
日
頃
使

用
し
て
い
る
装
備
品
等

の
更
な
る
性
能
・
操
用

性
・
安
全
性
等
の
向
上

の
た
め
創
意
を
凝
ら
し

た
提
案
を
熱
心
に
説
明

し
た
。

旅団司令部各部課長等の出迎え

状
況
報
告
受
け

駐
屯
地
所
在
隊
員
に
見
送
ら
れ
る

山
﨑
前
幕
僚
長

１２０㎜迫撃砲 ８１㎜迫撃砲

確実な弾薬の受け渡し

旅
団
長
に
対
し
説
明
を
行
う
隊
員

メンタルヘルス要員・
部隊相談員集合訓練
（第１４旅団司令部）

地誌図電子データ化
集合訓練

（第１４旅団司令部）

らっぱ集合教育
（第１５即応機動連隊）

部隊暗号電信
（第１４通信隊）

部

内

表

彰



団
体
戦
に
お
い
て
は
、

第
50
普
通
科
連
隊
が
全

勝
で
見
事
優
勝
し
、
３

連
覇
を
達
成
し
た
。

個
人
戦
に
お
い
て
は
、

陸
曹
の
部
で
第
２
中
隊

の
大
中
群
木
３
曹
、
陸

士
１
任
期
以
上
の
部
で

第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

福
井
謙
１

等
陸
佐
）
は
、
２
月
14

日
及
び
22
日
、
国
分
台

演
習
場
（
香
川
県
）
に

お
い
て
、
警
察
と
の
共

同
実
動
訓
練
を
実
施
し

た
。14

日
、
徳
島
県
警
と

第
15
即
応
機
動
連
隊
、

合
わ
せ
て
約
60
名
、
ま

た
、
22
日
に
香
川
県
警

と
第
15
即
応
機
動
連
隊
、

合
わ
せ
て
約
60
名
が
そ

れ
ぞ
れ
共
同
訓
練
を
実

施
し
た
。

殺
傷
能
力
が
高
い
武

器
を
所
持
し
た
武
装
工

作
員
等
が
侵
入
し
、
一

般
の
警
察
力
に
よ
る
治

安
の
維
持
が
困
難
な
事

態
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
行
わ
れ
た
。
パ

ト
カ
ー
の
先
導
に
よ
る

装
甲
車
な
ど
の
緊
急
車

両
の
輸
送
訓
練
で
は
自

衛
隊
と
警
察
の
車
両
が

車
列
を
組
ん
で
走
行
し
、

輸
送
間
の
連
携
要
領
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
検
問

訓
練
に
お
い
て
は
自
衛
隊

と
警
察
の
連
携
要
領
及
び

武
装
工
作
員
等
の
発
見
、

引
き
渡
し
要
領
に
つ
い
て

演
練
し
、
所
望
の
成
果
を

収
め
訓
練
を
終
了
し
た
。

連
隊
は
今
後
も
両
県
警

と
緊
密
に
連
携
し
て
共
同

訓
練
を
実
施
し
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
対
処
し
得
る
態

勢
を
構
築
す
る
。
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第１５即応機動連隊第５０普通科連隊

中部方面特科隊

中
部
方
面
特
科
隊(

隊
長

細
川
香
宣
１
等
陸
佐
）
は
、
令
和

５
年
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場
（
静
岡

県
）
に
お
い
て
、
第
３
師
団
長
を
担
任
官
と
し
て
実
施
さ
れ
た

「
令
和
４
年
度
中
部
方
面
特
科
部
隊
合
同
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
に
は
、
第
１
中
隊
長
（
石
川
良
一
１
等
陸
尉
）
を
射
撃
実

施
部
隊
長
と
す
る
訓
練
部
隊
を
編
成
し
、
約
70
名
の
隊
員
が
臨
ん

だ
。本

訓
練
に
お
い
て
は
、
戦
術
行
動
下
で
の
射
撃
、
特
に
、
頻
繁

な
小
移
動
を
焦
点
に
演
練
す
る
と
と
も
に
、
各
特
科
部
隊
の
実
射

要
領
に
つ
い
て
相
互
に
研
修
を
行
い
、
今
後
の
資
と
し
た
。
こ
の

第
50
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

山

内
和
也
１
等
陸

佐
）
は
、
令
和
５

年
３
月
２
日
、
高

知
駐
屯
地
に
お
い

て
高
知
県
銃
剣
道

連
盟
が
主
催
す
る

第
４
回
四
国
銃
剣

道
大
会
土
佐
黒
潮

杯
に
参
加
し
た
。

今
大
会
は
、
四

国
の
部
隊
（
第
15

即
応
機
動
連
隊
、

第
14
施
設
隊
）
を

招
き
試
合
が
行
わ

れ
、
団
体
戦
は
総

当
た
り
方
式
、
個

人
戦
（
陸
曹
の
部
、

陸
士
１
任
期
以
上

の
部
、
陸
士
１
任

期
未
満
の
部
）
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
た
。

第４回四国銃剣道大会黒潮杯

団体戦 ３連覇！
個人の部大中３曹、平石士長

各県警と緊密に連携し、あらゆる事態に備える

徳 島 県
香 川 県

香川県警と連携要領の確認

徳島県警との緊急通行訓練

第
１
中
隊
の
平
石
敬
治
郎

士
長
の
第
50
普
通
科
連
隊

の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

を
収
め
た
。

今
後
も
同
大
会
４
連
覇

に
向
け
て
武
道
を
通
じ
て

気
力
・
体
力
の
向
上
及
び

陶
治
を
図
っ
て
い
く
。

団体戦

陸士１任期以上の部
平石士長

陸曹の部
大中３曹

令和４年度方面隊野戦特科合同訓練
際
、
実
射
訓
練
に
関
す
る

事
故
事
例
に
つ
い
て
認
識

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
の
安
全
意
識
の
向
上

を
図
っ
た
。

訓
練
実
施
後
の
研
究
会

で
は
、
各
特
科
部
隊
訓
練

参
加
者
に
よ
る
戦
術
行
動

と
実
射
の
吻
合
（
ふ
ん
ご

う
）
に
関
す
る
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
中

部
方
面
特
科
隊
と
し
て
も
、

今
後
を
見
据
え
た
意
見
を

積
極
的
に
発
表
し
議
論
の

活
性
化
に
寄
与
し
た
。

第１４施設隊

第
14
施
設
隊

（
隊
長

𠮷
田
正

幸
２
等
陸
佐
）
は
、

２
月
下
旬
、
日
本

原
演
習
場
（
岡
山

県
）
に
お
い
て
隊

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、

84
㎜
無
反
動
砲
射

隊 訓 練

撃
、
１
１
０
㎜
個
人
携

帯
対
戦
車
弾
射
撃
及
び

手
榴
弾
投
て
き
を
実
施

し
た
。

実
弾
射
撃
に
至
る
ま
で
の
間
、

武
器
の
取
り
扱
い
教
育
及
び

射
撃
予
習
を
繰
り
返
し
実
施

す
る
等
、
段
階
的
に
練
度
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各

隊
員
に
対
し
意
義
あ
る
訓
練

と
な
る
よ
う
準
備
を
行
っ
た
。

実
弾
に
よ
る
射
撃
訓
練
に

お
い
て
は
、
隊
員
各
自
の
練

度
を
確
認
し
、
射
撃
能
力
及

び
近
接
戦
闘
能
力
の
更
な
る

向
上
を
図
っ
た
。

１１０㎜個人携帯対戦車弾

８４㎜無反動砲

第１４後方支援隊

測量を実施する隊員 安全教育

弾
薬
準
備
中
の
隊
員

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊

長

吉
元
雄
一
１
等
陸

佐
）
は
、
３
月
上
旬
、

定
期
異
動
に
伴
う
転
出

行
事
を
実
施
し
、
北
は

北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま

で
、
約
20
名
の
隊
員
を

見
送
っ
た
。



九州の空へ！！
無人偵察機運用訓練を実施

耐
力
を
体
得
す
る
と
と
も
に
、
掩
体
の

重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

検
定
を
受
検
し
た
藤
中
杏
１
等
陸
士

は
「
正
規
基
準
の
深
さ
に
Ｈ
Ｍ
Ｇ
用
掩

体
を
掘
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
難
し
い
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
新
隊
員
後
期

で
は
昼
間
の
み
の
訓
練
で
あ
り
、
引
き

続
き
夜
間
に
お
い
て
、
掩
体
を
掘
り
続

け
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
と
て
も
辛

か
っ
た
が
、
同
時
に
達
成
感
も
感
じ
た
。

演
習
で
は
小
隊
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
今
後
も
練
成
し
て
い
き
た
い
。
」

と
検
定
を
振
り
返
り
、
今
後
の
練
成
へ

の
熱
意
を
語
っ
た
。

自
ら
考
え
行
動
せ
よ

即
動
し
任
務
を
必
ず
達
成
で
き
る
部
隊
を
目
指
す

訓
練
検
閲
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

処
計
画
に
基
づ
く
発
災
か
ら
の
一
連
の
飛

行
隊
の
行
動
に
つ
い
て
受
閲
し
、
各
種
飛

行
任
務
、
指
揮
所
の
移
転
、
航
空
調
整
所

の
開
設
、
徳
島
・
高
知
県
庁
へ
の
連
絡
幹

４

第１４偵察隊
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第１４高射特科隊

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊

長

冨
高
英
和
２
等
陸

佐
）
は
、
２
月
中
旬
、
松

山
駐
屯
地
（
愛
媛
県
）
及

び
小
野
演
習
場
（
愛
媛

県
）
に
お
い
て
令
和
４
年

度
初
級
特
技
検
定
（
近
Ｓ

Ａ
Ｍ
・
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
・
情
報

小
隊
）
を
実
施
し
た
。

本
検
定
は
、
隊
の
保
有

す
る
各
種
器
材
に
対
す
る

知
識
及
び
操
作
の
練
度
を

評
価
・
判
定
し
、
そ
の
進

歩
・
向
上
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
、
受
検
者

は
自
身
の
所
属
す
る
小
隊

の
器
材
に
関
す
る
術
科
試

験
及
び
学
科
試
験
を
そ
れ

ぞ
れ
受
検
し
、
初
級
検
定

受
検
者
全
員
が
合
格
し
た
。

初
級
検
定
受
検
者
は
、

高
射
器
材
の
基
本
的
な
操

法
及
び
学
科
に
加
え
、
小

野
演
習
場
に
お
い
て
は
通

信
、
野
戦
築
城
、
警
戒
及

び
歩
哨
勤
務
の
術
科
試
験

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
野

戦
築
城
に
お
い
て
は
、
一

昼
夜
で
個
人
用
掩
体
に
加

え
Ｈ
Ｍ
Ｇ
用
掩
体
を
構
築

し
た
。
各
人
は
、
そ
の
過

酷
さ
に
耐
え
、
必
要
な
忍

第１４飛行隊災
害
対
処
演
習
兼
ね
て
第
14
飛

行
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

南海トラフ地震に備えて

準備にぬかりなし

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

堀
慎
也
２
等
陸
佐
）
は
、

２
月
上
旬
、
令
和
４
年

度
旅
団
災
害
対
処
演
習

に
参
加
し
、
非
常
勤
務

態
勢
移
行
後
の
初
動
派

遣
部
隊
に
よ
る
旅
団
の

前
進
経
路
及
び
活
動
拠

点
の
偵
察
を
実
施
し
た
。

こ
の
際
、
旅
団
司
令
部
の

高
知
へ
の
移
転
に
応
じ
た
指

揮
所
の
推
進
要
領
を
練
成
・

確
立
す
る
と
と
も
に
、
隊
主

力
に
よ
る
前
進
経
路
上
の
迂

回
路
の
偵
察
及
び
電
波
地
誌

等
の
収
集
を
実
施
し
て
、
隊

の
地
誌
資
料
整
備
を
推
進
し

た
。ま

た
保
有
す
る
携
帯
型
映

像
伝
送
装
置
（
デ
ジ
ェ
ロ
）

を
使
用
し
た
映
像
伝
送
訓
練

を
実
施
し
て
、
現
地
状
況
に

応
じ
た
情
報
を
簡
明
に
伝
達

す
る
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
旅
団
の
魁
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
平

素
で
き
る
準
備
・
訓
練
に
励

み
、
即
応
態
勢
を
更
に
向
上

す
る
。

第
14
飛
行
隊
（
隊
長

福
重
誠
啓
２
等
陸
佐
）

は
、
２
月
上
旬
、
旅
団

部
の
空
輸
支
援
等
を
実
施
し
た
。

飛
行
任
務
は
発
災
当
初
に
お
け
る
航

空
偵
察
を
初
め
、
昼
夜
間
に
お
け
る
国

分
台
演
習
場
（
香
川
県
）
及
び
興
津
津

波
避
難
タ
ワ
ー
（
高
知
県
高
岡
郡
四
万

十
町
）
か
ら
の
ホ
イ
ス
ト
に
よ
る
孤
立

者
の
救
助
を
実
施
し
た
。

指
揮
所
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
北
徳

島
分
屯
地
か
ら
高
知
駐
屯
地
へ
の
指
揮

所
移
転
を
整
斉
と
実
施
し
幕
僚
活
動
を

円
滑
に
し
た
。

ま
た
、
飛
行
隊
長
は
、
航
空
調
整
所

長
と
し
て
当
初
は
善
通
寺
駐
屯
地
に
航

空
調
整
所
を
開
設
し
、
飛
行
の
統
制
等

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
・
高
知

県
庁
へ
の
連
絡
幹
部
の
空
輸
を
行
う
等
、

飛
行
任
務
を
綿
密
に
調
整
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
お
い
て
様
々
な
部
隊

の
課
題
を
確
認
で
き
、
今
後
の
災
害
対

処
能
力
向
上
の
た
め
の
資
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

令
和
４
年
度
伝
令
通
信
（持
続
走
）競
技
会

第１４通信隊

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲

斐
清
博
２
等
陸
佐
）
は
、
２

月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
、
日

出
生
台
演
習
場
（
大
分
県
）

に
お
い
て
、
無
人
偵
察
機
運

用
訓
練
を
実
施
し
た
。
早
朝

か
ら
各
種
装
置
の
設
置
・
開

設
を
行
い
、
第
14
旅
団
長
が

見
守
る
中
、
無
事
飛
行
に
成

功
し
た
。
今
回
の
運
用
訓
練

は
、
方
面
特
科
隊
へ
映
像
提

供
す
る
た
め
の
撮
影
飛
行
に

臨
ん
だ
。
初
め
て
の
共
同
訓

練
で
も
あ
っ
た
。

今
回
の
飛
行
訓
練
を
終
え
、

第
14
情
報
隊
長
は
「
教
育
入

校
等
で
人
員
が
少
な
い
中
、

ト
ラ
ブ
ル
無
く
飛
行
に
成
功

し
た
こ
と
に
、
隊
員
各
人
が

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
と

意
識
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
、
大
変
う
れ
し
い
。
今

後
は
、
各
種
状
況
に
応
じ
た

訓
練
を
行
い
た
い
。
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

初級特技検定を実施

一人ひとりがプロフェッショナル一人ひとりがプロフェッショナル

第
14
通
信
隊
（
隊
長

小
野

田
怜
２
等
陸
佐
）
は
、
３
月
上

旬
、
善
通
寺
駐
屯
地
（
香
川

県
）
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

の
勝
ち
点
方
式
に
よ
る
「
総
合
の

部
」
で
実
施
し
た
。

今
年
度
初
の
試
み
と
な
る
「
伝

令
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
で
は
、

通
信
の
最
終
手
段
で
あ
る
伝
令
通

信
ス
タ
イ
ル
で
実
施
し
た
。
す
な

わ
ち
第
１
走
者
は
口
頭
で
伝
え
ら

れ
る
内
容
を
聞
き
取
り
（
図
１
）
、

伝
令
文
と
し
て
通
信
筒
（
バ
ト

ン
）
に
格
納
し
て
第
２
走
者
か
ら

伝
令
通
信
（
持
続
走
）
競
技
会
を
実
施

し
た
。

本
競
技
会
は
、
各
小
隊
等
を
７
人
編

成
の
チ
ー
ム
戦
に
よ
る
「
伝
令
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
と
、
３
０
０
０
メ
ー

ト
ル
走
の
「
個
人
の
部
」
、
２
つ
の
部

第
７
走
者
ま
で
繋

ぎ
な
が
ら
（
図

２
）
、
18
キ
ロ
を

走
破
す
る
。
ア
ン

カ
ー
と
な
る
第
７

走
者
は
伝
令
文
の

確
認
を
受
け
、
内

容
に
間
違
い
が
あ

る
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ

と
し
て
走
行
距
離

が
加
算
さ
れ
る
。

各
チ
ー
ム
通
信

科
隊
員
と
し
て
の

誇
り
と
熱
い
想
い

を
胸
に
し
の
ぎ
を

削
り
、
最
も
速
く

正
確
に
伝
令
文
を

届
け
た
小
隊
は
、

１
時
間
15
分
20
秒

の
記
録
を
も
っ
て

「
伝
令
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
の
部
」
を

制
覇
す
る
と
と
も

に
、
見
事
「
総
合

の
部
」
に
お
い
て

も
優
勝
を
飾
っ
た
。

隊主力の前進 初動派遣部隊命令下達 初動派遣部隊準備

航空機搬出

患者搬送（夜間）

孤立者の救助

歩哨の警戒 ＨＭＧ空砲射撃 １１短ＳＡＭ発射装置の点検

発射機へ積載

（図１）口頭で伝えられる伝令文を記録

（図２）伝令文の受け渡し



途
中
、
的
（
敵
）
が

強
風
で
倒
れ
る
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
発
生
し
、
修

復
の
た
め
に
射
撃
が
一

時
中
断
し
た
が
、
射
手

は
集
中
力
を
保
持
し
、

整
斉
と
射
撃
を
継
続
さ

せ
つ
つ
、
射
弾
の
修
正

を
加
え
て
、
数
百
ｍ
以

上
離
れ
た
的
（
敵
）
に

命
中
さ
せ
う
る
練
度
に

あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

射
手
の
渡
邊
２
曹
は
、

￢
姿
勢
が
き
つ
か
っ
た
。

器
材
の
不
具
合
等
を
技

術
で
カ
バ
ー
し
た
。
」

同
じ
く
射
手
の
吉
井
３

曹
は
、
「
３
番
目
に

撃
っ
た
の
で
（
ほ
ぼ
修

正
が
イ
メ
ー
ジ
出
来
て

お
り
）
当
た
り
易
か
っ

た
。
」
と
述
べ
た
。

司
令
部
付
隊
は
本
訓
練
の
成

果
を
活
か
し
、
引
き
続
き
Ｈ
Ｍ

Ｇ
射
撃
の
練
度
の
維
持
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
司
令
部
の

直
接
警
戒
任
務
完
遂
に
必
要
な

各
種
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

第
14
特
殊
武
器

防
護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆

３
等

陸
佐
）
は
、
３
月

上
旬
、
善
通
寺
駐

屯
地
及
び
国
分
台

演
習
場
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
機
能

別
合
同
訓
練
「
特

殊
武
器
防
護
」
を

実
施
し
た
。

訓
練
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ

報
告
・
通
報
、
人

員
除
染
所
の
開

設
・
運
営
及
び
化

学
器
材
の
点
検
・

整
備
に
分
け
て
行

わ
れ
た
。

訓
練
参
加
者
は
、

普
段
練
成
の
機
会

が
少
な
い
Ｎ
Ｂ
Ｃ

報
告
・
通
報
及
び

除
染
所
の
開
設
・

運
営
に
当
初
悪
戦

苦
闘
し
て
い
た
が
、

練
成
訓
練
を
通
じ

て
、
敵
の
特
殊
武

器
攻
撃
へ
の
対
処

能
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
化

学
器
材
の
整
備
要

領
を
再
認
識
し
た
。

５

機能別合同訓練【特殊武器防護】

演奏中の様子

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８０号 令和５年（2023年）２・３月四 国

第１４特殊武器防護隊第１４旅団司令部付隊

第
14
旅
団
司
令
部
付

隊
（
隊
長

實
野
智
史

３
等
陸
佐
）
は
、
２
月

中
旬
、
日
本
原
演
習
場

（
岡
山
県
）
に
お
い
て
、

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

と
協
同
で
Ｈ
Ｍ
Ｇ
射
撃

を
実
施
し
た
。
付
隊
か

ら
は
３
名
の
射
手
が
交

代
で
曳
光
弾
を
含
む
計

５
０
０
発
を
射
撃
し
た
。

射
撃
当
日
、
全
射
手

が
神
経
等
を
集
中
さ
せ

て
訓
練
に
臨
み
、
Ｈ
Ｍ

Ｇ
射
撃
の
練
度
向
上
を
図
る

こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
際
、
射
弾
が
停
弾
堤

か
ら
出
な
い
よ
う
、
射
向
等

を
物
理
的
に
制
限
し
て
安
全

管
理
に
努
め
、
一
件
の
事
故

無
く
訓
練
が
実
施
で
き
た
。

第１４音楽隊

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中

福
島
昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
、

令
和
５
年
３
月
14
日
に
愛
媛

県
松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
愛
媛

県
入
隊
・
入
校
激
励
会
に
参

加
し
、
激
励
会
式
典
中
の
国

歌
吹
奏
及
び
激
励
演
奏
を
実

施
し
た
。

各
地
方
協
力
本
部
の
主
催
で
行
わ

れ
て
い
る
本
行
事
は
、
自
衛
隊
入

隊
・
入
校
予
定
者
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
し
た
も
の
で
、
音
楽
隊
は
各
地

で
演
奏
を
実
施
し
て
い
る
。

当
日
は
知
名
度
の
高
い
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
楽
曲
や
春
を
感
じ
さ

せ
る
「
さ
く
ら
」
、
自
衛
隊
な

ら
で
は
の
行
進
曲
「
扶
桑
歌
」

や
「
大
空
」
等
の
演
奏
を
行
っ

た
。激

励
会
開
始
当
初
は
緊
張
し

た
面
持
ち
だ
っ
た
入
隊
・
入
校

予
定
者
も
、
激
励
演
奏
等
を
通

じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
と

な
り
、
入
隊
・
入
校
前
の
不
安

の
払
拭
を
お
手
伝
い
し
た
。

「私のお母さん」
第14特殊武器防護隊
准陸尉 長野 奈美

娘 友俐ちゃん

私
の
お
母
さ
ん
は
、
自
衛
隊
で
働
い
て
い
ま
す
。

と
て
も
き
れ
い
好
き
で
、
い
つ
も
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
て
部
屋
が
散
ら
か
っ
て
い
た
ら
片

付
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
片
付
け
な
い
と

「
片
付
け
上
手
に
な
り
な
さ
い
」
と
怒
ら
れ
ま
す
。
ほ
か

に
も
こ
わ
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
優
し
い
時
は
す
ご

く
優
し
い
で
す
。
お
菓
子
や
料
理
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、

買
い
物
に
行
く
と
欲
し
い
お
菓
子
を
「
仕
方
が
な
い
ね
」

と
言
い
な
が
ら
買
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
よ
く
「
い
つ
仕
事
で
居
な
く
な
る
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
自
分
の
事
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
会
え
な
く
な
る
の
が
嫌
な
の
で
、

毎
朝
先
に
仕
事
に
行
く
お
母
さ
ん
を
見
え
な
く
な
る
ま
で

見
送
っ
て
い
ま
す
。

当
直
や
訓
練
で
お
泊
り
の
時
は
、
は
じ
め
は
と
て
も
寂

し
か
っ
た
で
す
が
、
今
は
も
う
な
れ
た
の
で
大
丈
夫
で
す
。

音
楽
祭
り
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
時
に
は
と
て
も
迫
力

が
あ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
自
衛
隊
っ
て
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
仕
事
頑
張
っ
て
ね
。

音楽隊員として求められる
マルチなスキル

今回は旅団唯一の音楽隊である第14音楽隊から、
サクソフォーン奏者として活躍する野堀３曹にスポットを当てていきます。

野
堀
3
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

自
衛
隊
の
部
内
者
に
と
っ
て
も
謎
多
き
音

楽
隊
で
す
が
、
主
な
仕
事
は
「
派
遣
演
奏
」

で
す
。
演
奏
を
通
じ
て
の
広
報
活
動
や
、
地

域
の
方
々
に
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。私

は
演
奏
会
の
司
会
進
行
役
も
担
当
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ご
当
地
ネ
タ
を
入

れ
て
み
た
り
、
最
近
は
ち
ょ
っ
と
笑
い
を
取

り
に
い
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
会
場
の
空
気

が
和
ん
だ
り
、
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
見
え
れ

ば
心
の
中
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
♪

ま
た
、
演
奏
以
外
に
も
部
隊
運
営
の
た
め

の
業
務
や
野
外
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
意

外
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
も
自
衛

官
で
す
か
ら
ね
！

周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！

野
堀
3
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

何
事
に
対
し
て
も
実
直
で
周
り
の
人
か
ら

の
信
頼
が
厚
い
、
や
さ
し
く
温
か
い
方
で
す
。

私
も
演
奏
会
で
司
会
進
行
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
野
堀
３

曹
の
司
会
は
お
客
さ
ま
の
心
に
ぐ
っ
と
く
る

ト
ー
ク
力
で
非
常
に
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

第
14
音
楽
隊

安
藤
士
長

第
14
音
楽
隊

野
堀

理
恵
（の
ほ
り

り
え
）３
等
陸
曹

担
当
楽
器

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン

好
き
な
食
べ
物

チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス

音
楽
隊
の
任
務
は
主
に
演
奏
任
務
で
あ
る
が
、

演
奏
と
一
口
に
言
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
技
能
は
多

岐
に
わ
た
る
。

担
当
楽
器
の
演
奏
技
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ピ
ア
ノ
や
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
等
の
、
決
ま
っ
た
担
当

者
が
い
な
い
も
の
の
演
奏
会
で
必
要
と
さ
れ
る
楽

器
の
演
奏
技
術
や
、
野
堀
３
曹
の
よ
う
に
司
会
者

と
し
て
来
場
者
に
語
り
掛
け
る
ス
キ
ル
を
持
つ
隊

員
も
多
い
。

セ
ン
ス
や
才
能
も
必
要
と
さ
れ
る
厳
し
い
分
野

だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
個
々
の
隊
員
か
ら
は
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

化学器材の点検・整備 ＮＢＣ報告・通報

春から自衛官になる学生等に対し
演奏で不安を払拭

各部隊に対し特殊武器攻撃への対処要領について普及

射座より弾着地域を見通す


